
埼
玉
県
道
路
公
社
に
よ

る
と
、
三
郷
流
山
橋
有
料

道
路
の
長
さ
は
、
三
郷
市

前
間
（
県
道
松
伏
線
）
～

流
山
市
三
輪
野
山
（
県
道

松
戸
野
田
線
バ
イ
パ
ス
）

間
の
１
９
６
０
㍍
。
こ
の

う
ち
、
江
戸
川
の
渡
河
部

分
（
４
５
０
㍍
）
と
右
岸

側
の
取
り
付
け
道
路
（
６

８
０
㍍
）
の
計
１
１
３
０

㍍
を
埼
玉
県
が
担
当
。
左

岸
側
の
取
り
付
け
道
路

（
８
３
０
㍍
）
を
千
葉
県

側
が
着
工
し
た
。
事
業
費

84
億
円
。

工
事
の
ポ
イ
ン
ト
は

川
の
上
の
橋
桁
部
分
。
７

つ
の
区
間
に
分
け
、
う
ち

４
区
間
分
の
橋
桁
を
い
っ

た
ん
河
川
敷
に
置
い
た

後
、
ク
レ
ー
ン
で
揚
げ
、

千
葉
県
側
に
順
次
、
油
圧

ジ
ャ
ッ
キ
で
送
り
出
し
て

完
成
さ
せ
た
。

「
仮
支
柱
の
建
設
・
撤

去
を
含
め
、
橋
上
部
だ
け

で
２
年
半
も
か
か
り
ま

し
た
。
埼
玉
県
内
で
は
10

年
に
一
度
く
ら
い
の
大

工
事
で
し
た
」
と
公
社
の

担
当
者
。

車
線
数
は
暫
定
２
車

線
で
、
１
日
当
た
り
の
交

通
量
は
約
１
万
２
７
０

０
台
を
予
想
。
通
行
料
は

普
通
車
１
５
０
円
、
軽
自

動
車
１
０
０
円
。
料
金
の

徴
収
期
間
は
30
年
間
を

予
定
。
料
金
所
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ

も
使
え
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
る
。

な
お
、
有
料
道
路
開
通

に
伴
う
整
備
効
果
と
し

て
、
埼
玉
県
道
路
公
社
側

は
「
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
周
辺
」
か
ら
「
新
三
郷

駅
周
辺
商
業
施
設
」
間

（
約
９
㌔
）
を
想
定
し
た

場
合
、
こ
れ
ま
で
の
所
要

時
間
30
分
が
20
分
に
短

縮
。
加
え
、
従
来
の
流
山

橋
や
玉
葉
橋
、
野
田
橋
な

ど
の
近
隣
橋
梁
に
お
け

る
渋
滞
緩
和
に
大
き
く

寄
与
す
る
と
し
て
い
る
。

一
方
、
常
磐
高
速
道
三

郷
料
金
所
（
三
郷
市
小
谷

堀
）
の
フ
ル
規
格
化
工
事

が
市
と
ネ
ク
ス
コ
東
日

本
で
進
め
ら
れ
、
完
成
予

定
の
来
年
に
は
交
通
の

流
れ
が
三
郷
流
山
橋
有

料
道
路
と
連
携
す
る
。
交

通
の
利
便
性
、
地
域
経
済

の
活
性
化
な
ど
広
範
囲

の
波
及
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
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埼玉県知事選（８月６日投開

票）で吉川市は市イメキャラな

まりんの投票済証を配布した。

提示すれば、イオンタウンで割

引も。松伏町は子どもに期日前

投票所のガチャポンで缶バッチ

キーホルダーなどをプレゼント。

新

築

工

事

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般

（（
有有
））
飯飯
島島
工工
務務
店店

代代

表表

飯飯

島島

輝輝

男男

〒
三
四
二
ー
〇
〇
一
五

埼
玉
県
吉
川
市
中
井
三
ー
二
九

Tel
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
〇
九

fax
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
二
四

（4）

高
崎
線
は
明

治
16

（
１
８
８

３
）
年
に
上
野
、

熊
谷
間
が
開
通
。

同
年
暮
れ
に
は

新
町
駅
ま
で
開

通
し
て
今
年
で
開
業
１

４
０
年
を
迎
え
た
。

関
東
平
野
の
ど
真
ん

中
を
電
車
は
ほ
ぼ
直
線

的
に
ひ
た
す
ら
走
る
。

車
窓
に
流
れ
る
景
色
は

住
宅
、
雑
木
林
、
畑
等

で
、
首
都
近
郊
ら
し
い

風
景
が
延
々
と
続
く
。

学
生
時
代
、
県
北
の

自
宅
か
ら
都
内
の
大
学

ま
で
の
往
復
に
お
世
話

に
な
っ
た
。
当
時
は
乗

客
２
人
ず
つ
が
向
き
合

う
ボ
ッ
ク
ス
席
。
上
越

線
や
信
越
線
も
兼
ね
る

た
め
、
旅
行
気
分
の
乗

客
も
少
な
く
な
い
。

「
学
生
さ
ん
、
飲
ま

な
い
か
」
。
向
か
い
の

男
性
が
突
然
、
ウ
イ
ス

キ
ー
を
勧
め
る
。
出
張

帰
り
と
い
う
男
性
は
機

嫌
が
良
く
、
暫
く
世
間

話
を
…
。
と
き
に
は
年

配
の
女
性
と
法
学
部
、

工
学
部
を
勘
違
い
し
た

珍
問
答
も
。
長
時
間
通

学
も
悪
く
な
い
。

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき

三
郷
市
、
千
葉
県
流
山
市
間
の
江
戸
川
に
架
か
る
三
郷
流
山
橋
有
料
道
路
が
今

秋
の
完
成
を
控
え
、
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
。
２
㌔
南
に
あ
る
流
山
橋
の
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
の
解
消
と
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
の
開
発
に
伴
う
交
通
量

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
埼
玉
、
千
葉
両
県
が
２
０
１
９
年
３
月
か
ら
着
工
し
て

い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
資
材
不
足
等
の
あ
お
り
を
受
け
、
当
初
予
定
し
た
10
月

開
通
は
ず
れ
込
む
可
能
性
も
あ
る
。

埼玉県側を望む三郷流山橋のドローン画像＝県道路公社提供

今今

秋秋

完完

成成

三郷流山橋有料道路

埼玉県道路公社事業

渋滞解消 交通利便 地域経済活性

ウウ

メメ

ババ

チチ

ソソ

ウウ

吉川市の「投票済証」＝上

松 伏 町 の 缶 バ ッ チ
キ ー ホ ル ダ ー ＝ 左

知
事
選

投票率向上に懸命

吉川市・松伏町選管
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発行所
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(毎日新聞越谷東部販売所内)

TEL 048-967-4515

FAX 048-967-4516

編集長 飯嶋英好

発行部数 50,000部

発行エリア

三郷市･草加市･八潮市

吉川市･越谷市･松伏町

と

う

ぶ

ま
い
に
ち

税税ののよよろろずず相相談談所所でですす

草草加加市市住住吉吉11--44--1122--110011

☎☎ 00 44 88 (( 99 22 44 )) 99 22 44 44

毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

８月13日(日)は新聞製作が休みのため

14日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす

ＵＵＲＲＬＬ：：ｈｈｔｔｔｔｐｐｓｓ：：／／／／ｍｍａａｉｉｎｎｉｉｃｃｈｈｉｉ．．ｊｊｐｐ／／

８月14日のテレビ・ラジオ番組欄は13日の朝刊に掲載します

次号９月は

10日(日)

発行予定

（1）

８８月月11 33 日日（（日日曜曜日日））
２２００２２３３年年((令令和和５５年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所
越谷の地 初お目見え

情熱と哀愁 アアルルゼゼンンチチンンタタンンゴゴ 無料公演

９月９日第16回協働フェスタ（中央市民会館）
10月 22日 越 谷 市 民 祭 り （ 野 外 公 演 ）

物悲しく、切ないバンドネオン

の伴奏に合わせ、カップルが情感

あふれるステップを踏む。アルゼ

ンチンタンゴ界のトップアスリー

トによるパフォーマンスに触れる

機会はなかなかないが、越谷市内

の近場でかつ無料で鑑賞できるこ

とになった。

越谷市中央市民会館１階の劇場

で９月９日（土）に開かれる第16

回協働フェスタ（越谷市・実行委

共催）。開場午後1時半、開演午

後２時だが、確実な入場には早め

の来館が望ましい。

出演ダンサーは、浅田真央、羽

生結弦両選手の演技を指導したエ

ンリケ・モラレスさん（ブエノス

アイレス出身）とアジアチャンピ

オン（２０１３年）のマナさん

（日本人女性）。

当日、舞台に上がっての観客を

対象としたレッスンも予定。

10月22日午後1時半、越谷駅東

口などでの第48回越谷市民祭りで

もアルゼンチンタンゴ公演が。

コーディネートした元利香さん

は「今後、健康に役立つタンゴを

越谷に広く普及させたい」と意気

込む。ＢＥＣサークル：080-9572

-2966

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
公
演
に
出
演
予
定
の
エ
ン
リ
ケ
・
モ
ラ
レ
ス
さ
ん
（
右
）

と
マ
ナ
さ
ん
。
エ
ン
リ
ケ
さ
ん
は
タ
ン
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
に
も
詳
し
い
＝
写
真
・
Ｂ
Ｅ
Ｃ
提
供
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観
光
で
別
府
に
来
た
時
、
温
泉
三
昧
で
過
ご

す
の
も
至
福
の
ひ
と
時
だ
が
、
時
間
を
割
い
て
で

も
行
っ
て
ほ
し
い
お
勧
め
の
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。

そ
れ
が
「
大
分
香
り
の
博
物
館
」
と
い
う
香
水

に
特
化
し
た
施
設
で
、
東
京
や
静
岡
、
愛
知
に
も

似
た
よ
う
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
る
が
、
大
分
の

博
物
館
は
香
水
愛
好
者
や
、
香
料
関
係
者
ら
に
と
っ

て
は
聖
地
と
呼
ば
れ
、
昨
年
は
過
去
最
高
と
な
る

３
万
８
０
０
０
人
の
入
館
者
が
訪
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
は
県
が
大
分
市
内
に
、
「
大
分
香
り

の
森
博
物
館
」
と
い
う
名
称
で
開
設
し
て
い
た
が
、

行
財
政
改
革
の
一
環
か
ら
２
０
０
６
年
に
閉
館
。

貴
重
な
展
示
品
や
資
料
が
散
逸
し
て
し
ま
う
危
機

に
直
面
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
防
い
だ
の
が
別
府

市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る

別
府
大
学
。
創
立
１
０
０

周
年
事
業
の
一
環
と
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
し
た

敷
地
に
建
物
を
建
設
、
県

か
ら
収
蔵
品
を
借
り
受
け

て
、
２
０
０
７
年
11
月
に

博
物
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
。

建
物
は
３
階
建
て
で
１
、

２
階
の
展
示
室
に
は
収
蔵

品
約
３
６
０
０
点
の
う
ち

蒸
留
器
や
多
数
の
香
料
な

ど
８
７
０
点
を
展
示
。
２

階
は
香
り
の
歴
史
や
医
学

薬
学
の
研
究
資
料
が
中
心

で
、
そ
の
一
角
に
は
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
香
り
と
、
ヒ
ー

リ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を

聴
き
な
が
ら
、
心
と
体
が

癒
や
さ
れ
る
ア
ロ
マ
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
３
階
。
こ
の
博
物
館
を
お
勧
め
し
た
最
大
の
理
由
が

こ
の
フ
ロ
ア
ー
に
あ
る
。
機
能
的
に
は
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で
期

間
限
定
の
企
画
展
や
香
り
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る

貴
重
な
図
書
を
揃
え
た
コ
ー
ナ
ー
と
と
も
に
、
調
香
体
験
工
房

が
あ
る
の
が
最
大
の
売
り
。
事
前
予
約
で
２
５
０
０
円
の
体
験

料
を
払
う
と
、
工
房
の
机
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
16
種
類
の
香
り

か
ら
、
好
き
な
匂
い
の
液
体
を
数
ミ
リ
ず
つ
ス
ポ
イ
ト
で
容
器

に
入
れ
て
、
気
に
入
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
30
ミ
リ
ボ
ト
ル
に
移

せ
ば
、
自
分
だ
け
の
香
水
が
出
来
上
が
る
。

街
で
買
え
ば
１
万
円
以
上
は
す
る
オ
ー
ド
ト
ワ
レ
と
同
等
の

香
水
を
持
ち
帰
ら
れ
る
の
が
魅
力
で
、
こ
れ
は
体
験
す
る
し
か

手
は
な
い
。
女
性
観
光
客
に
は
特
に
人
気
が
あ
る
香
り
博
物
館
。

入
館
料
５
０
０
円
だ
け
を
払
っ
て
見
学
す
る
だ
け
で
も
価
値
あ

る
が
、
ぜ
ひ
と
も
調
香
体
験
料
を
払
っ
て
、
世
界
で
た
っ
た
一

つ
し
か
な
い
、
自
分
だ
け
の
香
水
を
持
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
22002233・・８８・・1133

草加市市民福祉葬（市民限定） 実質０円

別館１日葬（ワンデー）家族葬 ２９．９万円（税込）

本館１日葬（ワンデー）家族葬 ４９．９万円（税込）

本
郷
屋
斎
場

「
大
分
香
り
の
博
物
館
」

世
界
で
一
つ
し
か
な
い
自
分
だ
け
の
香
水

が
持
ち
帰
ら
れ
る
「
大
分
香
り
の
博
物
館
」

高元・ムサシ特定建設工事共同企業体が竣工したｍｉｒａｔｏｎ

令和５年度 優秀建設工事受賞

高元・ムサシ特定建設工事共同企業体

草 加 市
草加市は７月７日、市が発注

した仮称松原児童センター（ｍ

ｉｒａｔｏｎ）建設と松原テニ

スコート整備工事を請け負った

高元・ムサシ特定建設工事共同

企業体＝代表構成員・高元建設

株式会社（高橋和彦代表取締役）

＝を、建築工事部門優秀企業と

して表彰した。建物は鉄筋コン

クリート２階建て延べ１４１４

平方㍍。市は「特殊な形状の建

物に対し事前に型枠を試験施工

するなど工夫。適切な施工管理

があった」と評価した。

池中建設が受注した千疋幹線排水路整備工事４－１。円内は金澤嘉和さん。

令和５年度 優秀工事技術者表彰

池中建設 金澤 嘉和さん

越谷市は７月28日、市が発注

した「千疋幹線排水路整備工事

４－１」を受注した池中建設株

式会社（中島美三郎代表取締役）

の現場代理人兼監理技術者の金

澤嘉和さん（58）を優秀工事技

術者として表彰した。

工事は、浸水被害の軽減と生

活環境をねらった護岸整備工事。

雨天時の流量と交通量が多い現

場だが、市は「高度な知識と細

心の施工管理で、出来栄えも良

好な工事を完成させた」と、金

澤さんの手腕を評価した。

越 谷 市
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明日の夢を創る

秩
父
盆
地
の
熱
い
夏
を
元
気
に
乗
り

切
れ
る
よ
う
に
と
秩
父
神
社
の
夏
祭
り

「
秩
父
川
瀬
祭
」
が
七
月
十
九
日
と
二

十
日
の
二
日
間
に
渡
っ
て
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
三
百
六
十
年
以
上
の
伝
統
あ
る

祭
り
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
四
年
ぶ

り
に
全
面
復
活
し
た
。

宵
宮
の
十
九
日
に
は
市
内
八
町
会
が

所
有
す
る
八
基
の
笠
鉾
、
屋
台
が
引
き

出
さ
れ
神
社
境
内
に
勢
ぞ
ろ
い
。
「
秩

父
夜
祭
」
（
十
二
月
二
日
、
三
日
）
の

ミ
ニ
バ
ン
。
山
車
も
小
さ
く
祭
り
の
主

役
は
小
学
生
で
「
子
供
の
祭
り
」
と
言

わ
れ
、
年
配
者
は
「
お
祇
園
」
と
呼
ぶ

人
も
い
る
。
花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
、

夜
空
を
彩
っ
た
。

祭
り
の
本
番
は
二
十
日
。
午
前
中
は

「
ど
ど
ん
こ
、
ど
ど
ん
こ
」
と
秩
父
屋

台
囃
子
」
を
打
ち
鳴
ら
し
た
山
車
が
市

内
を
引
き
回
さ
れ
る
と
祭
り
ム
ー
ド
は

高
ま
っ
た
。

大
祭
の
日

を
迎
え
た
午

後
に
は
「
神

輿
洗
い
」
の

儀
式
が
行
わ

れ
た
。
笠
鉾
、

屋
台
の
先
導

を
受
け
て
市

内
十
七
町
会

か
ら
選
抜
さ

れ
た
三
十
四

人
の
若
衆
が

重
さ
約
四
百

キ
ロ
も
あ
る

白
木
の
大
神

輿
を
神
社
か

ら
担
ぎ
出
し

一
・
五
キ
ロ

ほ
ど
離
れ
た

荒
川
に
向
か
っ
た
。

太
鼓
が
一
段
と
大
き
く
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る

と
若
衆
の
「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」

の
声
に
合
わ
せ
て
大

神
輿
は
荒
川
に
担
ぎ

込
ま
れ
た
。
増
水
気

味
の
流
れ
に
逆
ら
い
、

足
を
取
ら
れ
な
が
ら

も
神
輿
に
水
を
か
け

て
厄
払
い
。
河
原
に

設
け
ら
れ
た
斎
場
に

担
ぎ
上
げ
無
病
息
災

を
願
っ
た
。
秩
父
盆

地
は
夏
本
番
。
県
東

部
に
負
け
な
い
酷
暑

が
続
く
毎
日
。

岡
﨑

ひ
ろ
し

（
元
毎
日
新
聞
記
者
・

秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

秩
父
川
瀬
祭
2023・08・13

見
物
客
が
見
守
る
中
、
荒
川
に
担
ぎ
込
ま
れ
る
白

木
の
大
神
輿
＝
コ
ロ
ナ
前
撮
影
。

神輿が宙に舞うたびに、沿道を埋めた観客から大きな歓声が沸く＝吉川市いちょう通りで。

４年ぶり 燃える夏

暴れ神輿競演
伝統の吉川八坂祭り

吉川市内で７月16日夜、伝統の

八坂祭り（実行委主催）があり、

名物の「神輿競演」が詰めかけた

見物客の喝采を浴びた。競う神輿

は各町会の９基。「かわいいあの

娘と二度会える あいよ！あいよ！」。

もみながら気を合わせ、夜空へほ

うり上げる。

上河岸町会の神輿をかつぐ長老

の小林政夫さん（76）。「16歳か

ら担いでいる。祭りのために１年

を過ごす。やっぱり祭りはいいね」。

木落し西側道路では、祭りの華

「露店」がズラリと出店。が、余

りの人出の多さに主催側の指示で

早めの閉店。「売り上げ減だ」と

ぼやく露天商も。

感謝状を贈られた坪井さん夫妻（右は中井消防長）

消 防 活 動 協 力

坪 井 夫 妻 へ 感 謝 状 贈 呈
越谷市消防局

越谷市消防局の中井淳消

防長は７月19日、市内在住

の会社員、坪井徳男さん（5

0）雅美さん（47）夫妻に消

防活動協力者としての感謝

状を贈った。

２人は６月７日朝、犬の

散歩中に市内大間野町にあ

るゴム工場から白煙と赤い

炎が上がっているのを発見。

携帯で１１９番通報すると

同時に隣接の小学校から消

火器を借りて引き返し、塀

越しに手を伸ばして消火活

動にあたった。

工場と塀の間にある電線

管やゴムマットなどが燃え、

約1時間後に鎮火した。

職場で共に消火訓練体験

がある坪井夫妻。中井消防

長は「おかげで被害を最小

限に留められた」と話した。
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観
光
で
別
府
に
来
た
時
、
温
泉
三
昧
で
過
ご

す
の
も
至
福
の
ひ
と
時
だ
が
、
時
間
を
割
い
て
で

も
行
っ
て
ほ
し
い
お
勧
め
の
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。

そ
れ
が
「
大
分
香
り
の
博
物
館
」
と
い
う
香
水

に
特
化
し
た
施
設
で
、
東
京
や
静
岡
、
愛
知
に
も

似
た
よ
う
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
る
が
、
大
分
の

博
物
館
は
香
水
愛
好
者
や
、
香
料
関
係
者
ら
に
と
っ

て
は
聖
地
と
呼
ば
れ
、
昨
年
は
過
去
最
高
と
な
る

３
万
８
０
０
０
人
の
入
館
者
が
訪
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
は
県
が
大
分
市
内
に
、
「
大
分
香
り

の
森
博
物
館
」
と
い
う
名
称
で
開
設
し
て
い
た
が
、

行
財
政
改
革
の
一
環
か
ら
２
０
０
６
年
に
閉
館
。

貴
重
な
展
示
品
や
資
料
が
散
逸
し
て
し
ま
う
危
機

に
直
面
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
防
い
だ
の
が
別
府

市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る

別
府
大
学
。
創
立
１
０
０

周
年
事
業
の
一
環
と
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
し
た

敷
地
に
建
物
を
建
設
、
県

か
ら
収
蔵
品
を
借
り
受
け

て
、
２
０
０
７
年
11
月
に

博
物
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
。

建
物
は
３
階
建
て
で
１
、

２
階
の
展
示
室
に
は
収
蔵

品
約
３
６
０
０
点
の
う
ち

蒸
留
器
や
多
数
の
香
料
な

ど
８
７
０
点
を
展
示
。
２

階
は
香
り
の
歴
史
や
医
学

薬
学
の
研
究
資
料
が
中
心

で
、
そ
の
一
角
に
は
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
香
り
と
、
ヒ
ー

リ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を

聴
き
な
が
ら
、
心
と
体
が

癒
や
さ
れ
る
ア
ロ
マ
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
３
階
。
こ
の
博
物
館
を
お
勧
め
し
た
最
大
の
理
由
が

こ
の
フ
ロ
ア
ー
に
あ
る
。
機
能
的
に
は
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で
期

間
限
定
の
企
画
展
や
香
り
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る

貴
重
な
図
書
を
揃
え
た
コ
ー
ナ
ー
と
と
も
に
、
調
香
体
験
工
房

が
あ
る
の
が
最
大
の
売
り
。
事
前
予
約
で
２
５
０
０
円
の
体
験

料
を
払
う
と
、
工
房
の
机
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
16
種
類
の
香
り

か
ら
、
好
き
な
匂
い
の
液
体
を
数
ミ
リ
ず
つ
ス
ポ
イ
ト
で
容
器

に
入
れ
て
、
気
に
入
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
30
ミ
リ
ボ
ト
ル
に
移

せ
ば
、
自
分
だ
け
の
香
水
が
出
来
上
が
る
。

街
で
買
え
ば
１
万
円
以
上
は
す
る
オ
ー
ド
ト
ワ
レ
と
同
等
の

香
水
を
持
ち
帰
ら
れ
る
の
が
魅
力
で
、
こ
れ
は
体
験
す
る
し
か

手
は
な
い
。
女
性
観
光
客
に
は
特
に
人
気
が
あ
る
香
り
博
物
館
。

入
館
料
５
０
０
円
だ
け
を
払
っ
て
見
学
す
る
だ
け
で
も
価
値
あ

る
が
、
ぜ
ひ
と
も
調
香
体
験
料
を
払
っ
て
、
世
界
で
た
っ
た
一

つ
し
か
な
い
、
自
分
だ
け
の
香
水
を
持
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
22002233・・８８・・1133

草加市市民福祉葬（市民限定） 実質０円

別館１日葬（ワンデー）家族葬 ２９．９万円（税込）

本館１日葬（ワンデー）家族葬 ４９．９万円（税込）

本
郷
屋
斎
場

「
大
分
香
り
の
博
物
館
」

世
界
で
一
つ
し
か
な
い
自
分
だ
け
の
香
水

が
持
ち
帰
ら
れ
る
「
大
分
香
り
の
博
物
館
」

高元・ムサシ特定建設工事共同企業体が竣工したｍｉｒａｔｏｎ

令和５年度 優秀建設工事受賞

高元・ムサシ特定建設工事共同企業体

草 加 市
草加市は７月７日、市が発注

した仮称松原児童センター（ｍ

ｉｒａｔｏｎ）建設と松原テニ

スコート整備工事を請け負った

高元・ムサシ特定建設工事共同

企業体＝代表構成員・高元建設

株式会社（高橋和彦代表取締役）

＝を、建築工事部門優秀企業と

して表彰した。建物は鉄筋コン

クリート２階建て延べ１４１４

平方㍍。市は「特殊な形状の建

物に対し事前に型枠を試験施工

するなど工夫。適切な施工管理

があった」と評価した。

池中建設が受注した千疋幹線排水路整備工事４－１。円内は金澤嘉和さん。

令和５年度 優秀工事技術者表彰

池中建設 金澤 嘉和さん

越谷市は７月28日、市が発注

した「千疋幹線排水路整備工事

４－１」を受注した池中建設株

式会社（中島美三郎代表取締役）

の現場代理人兼監理技術者の金

澤嘉和さん（58）を優秀工事技

術者として表彰した。

工事は、浸水被害の軽減と生

活環境をねらった護岸整備工事。

雨天時の流量と交通量が多い現

場だが、市は「高度な知識と細

心の施工管理で、出来栄えも良

好な工事を完成させた」と、金

澤さんの手腕を評価した。

越 谷 市
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明日の夢を創る

秩
父
盆
地
の
熱
い
夏
を
元
気
に
乗
り

切
れ
る
よ
う
に
と
秩
父
神
社
の
夏
祭
り

「
秩
父
川
瀬
祭
」
が
七
月
十
九
日
と
二

十
日
の
二
日
間
に
渡
っ
て
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
三
百
六
十
年
以
上
の
伝
統
あ
る

祭
り
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
四
年
ぶ

り
に
全
面
復
活
し
た
。

宵
宮
の
十
九
日
に
は
市
内
八
町
会
が

所
有
す
る
八
基
の
笠
鉾
、
屋
台
が
引
き

出
さ
れ
神
社
境
内
に
勢
ぞ
ろ
い
。
「
秩

父
夜
祭
」
（
十
二
月
二
日
、
三
日
）
の

ミ
ニ
バ
ン
。
山
車
も
小
さ
く
祭
り
の
主

役
は
小
学
生
で
「
子
供
の
祭
り
」
と
言

わ
れ
、
年
配
者
は
「
お
祇
園
」
と
呼
ぶ

人
も
い
る
。
花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
、

夜
空
を
彩
っ
た
。

祭
り
の
本
番
は
二
十
日
。
午
前
中
は

「
ど
ど
ん
こ
、
ど
ど
ん
こ
」
と
秩
父
屋

台
囃
子
」
を
打
ち
鳴
ら
し
た
山
車
が
市

内
を
引
き
回
さ
れ
る
と
祭
り
ム
ー
ド
は

高
ま
っ
た
。

大
祭
の
日

を
迎
え
た
午

後
に
は
「
神

輿
洗
い
」
の

儀
式
が
行
わ

れ
た
。
笠
鉾
、

屋
台
の
先
導

を
受
け
て
市

内
十
七
町
会

か
ら
選
抜
さ

れ
た
三
十
四

人
の
若
衆
が

重
さ
約
四
百

キ
ロ
も
あ
る

白
木
の
大
神

輿
を
神
社
か

ら
担
ぎ
出
し

一
・
五
キ
ロ

ほ
ど
離
れ
た

荒
川
に
向
か
っ
た
。

太
鼓
が
一
段
と
大
き
く
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る

と
若
衆
の
「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」

の
声
に
合
わ
せ
て
大

神
輿
は
荒
川
に
担
ぎ

込
ま
れ
た
。
増
水
気

味
の
流
れ
に
逆
ら
い
、

足
を
取
ら
れ
な
が
ら

も
神
輿
に
水
を
か
け

て
厄
払
い
。
河
原
に

設
け
ら
れ
た
斎
場
に

担
ぎ
上
げ
無
病
息
災

を
願
っ
た
。
秩
父
盆

地
は
夏
本
番
。
県
東

部
に
負
け
な
い
酷
暑

が
続
く
毎
日
。

岡
﨑

ひ
ろ
し

（
元
毎
日
新
聞
記
者
・

秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

秩
父
川
瀬
祭
2023・08・13

見
物
客
が
見
守
る
中
、
荒
川
に
担
ぎ
込
ま
れ
る
白

木
の
大
神
輿
＝
コ
ロ
ナ
前
撮
影
。

神輿が宙に舞うたびに、沿道を埋めた観客から大きな歓声が沸く＝吉川市いちょう通りで。

４年ぶり 燃える夏

暴れ神輿競演
伝統の吉川八坂祭り

吉川市内で７月16日夜、伝統の

八坂祭り（実行委主催）があり、

名物の「神輿競演」が詰めかけた

見物客の喝采を浴びた。競う神輿

は各町会の９基。「かわいいあの

娘と二度会える あいよ！あいよ！」。

もみながら気を合わせ、夜空へほ

うり上げる。

上河岸町会の神輿をかつぐ長老

の小林政夫さん（76）。「16歳か

ら担いでいる。祭りのために１年

を過ごす。やっぱり祭りはいいね」。

木落し西側道路では、祭りの華

「露店」がズラリと出店。が、余

りの人出の多さに主催側の指示で

早めの閉店。「売り上げ減だ」と

ぼやく露天商も。

感謝状を贈られた坪井さん夫妻（右は中井消防長）

消 防 活 動 協 力

坪 井 夫 妻 へ 感 謝 状 贈 呈
越谷市消防局

越谷市消防局の中井淳消

防長は７月19日、市内在住

の会社員、坪井徳男さん（5

0）雅美さん（47）夫妻に消

防活動協力者としての感謝

状を贈った。

２人は６月７日朝、犬の

散歩中に市内大間野町にあ

るゴム工場から白煙と赤い

炎が上がっているのを発見。

携帯で１１９番通報すると

同時に隣接の小学校から消

火器を借りて引き返し、塀

越しに手を伸ばして消火活

動にあたった。

工場と塀の間にある電線

管やゴムマットなどが燃え、

約1時間後に鎮火した。

職場で共に消火訓練体験

がある坪井夫妻。中井消防

長は「おかげで被害を最小

限に留められた」と話した。



埼
玉
県
道
路
公
社
に
よ

る
と
、
三
郷
流
山
橋
有
料

道
路
の
長
さ
は
、
三
郷
市

前
間
（
県
道
松
伏
線
）
～

流
山
市
三
輪
野
山
（
県
道

松
戸
野
田
線
バ
イ
パ
ス
）

間
の
１
９
６
０
㍍
。
こ
の

う
ち
、
江
戸
川
の
渡
河
部

分
（
４
５
０
㍍
）
と
右
岸

側
の
取
り
付
け
道
路
（
６

８
０
㍍
）
の
計
１
１
３
０

㍍
を
埼
玉
県
が
担
当
。
左

岸
側
の
取
り
付
け
道
路

（
８
３
０
㍍
）
を
千
葉
県

側
が
着
工
し
た
。
事
業
費

84
億
円
。

工
事
の
ポ
イ
ン
ト
は

川
の
上
の
橋
桁
部
分
。
７

つ
の
区
間
に
分
け
、
う
ち

４
区
間
分
の
橋
桁
を
い
っ

た
ん
河
川
敷
に
置
い
た

後
、
ク
レ
ー
ン
で
揚
げ
、

千
葉
県
側
に
順
次
、
油
圧

ジ
ャ
ッ
キ
で
送
り
出
し
て

完
成
さ
せ
た
。

「
仮
支
柱
の
建
設
・
撤

去
を
含
め
、
橋
上
部
だ
け

で
２
年
半
も
か
か
り
ま

し
た
。
埼
玉
県
内
で
は
10

年
に
一
度
く
ら
い
の
大

工
事
で
し
た
」
と
公
社
の

担
当
者
。

車
線
数
は
暫
定
２
車

線
で
、
１
日
当
た
り
の
交

通
量
は
約
１
万
２
７
０

０
台
を
予
想
。
通
行
料
は

普
通
車
１
５
０
円
、
軽
自

動
車
１
０
０
円
。
料
金
の

徴
収
期
間
は
30
年
間
を

予
定
。
料
金
所
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ

も
使
え
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
る
。

な
お
、
有
料
道
路
開
通

に
伴
う
整
備
効
果
と
し

て
、
埼
玉
県
道
路
公
社
側

は
「
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
周
辺
」
か
ら
「
新
三
郷

駅
周
辺
商
業
施
設
」
間

（
約
９
㌔
）
を
想
定
し
た

場
合
、
こ
れ
ま
で
の
所
要

時
間
30
分
が
20
分
に
短

縮
。
加
え
、
従
来
の
流
山

橋
や
玉
葉
橋
、
野
田
橋
な

ど
の
近
隣
橋
梁
に
お
け

る
渋
滞
緩
和
に
大
き
く

寄
与
す
る
と
し
て
い
る
。

一
方
、
常
磐
高
速
道
三

郷
料
金
所
（
三
郷
市
小
谷

堀
）
の
フ
ル
規
格
化
工
事

が
市
と
ネ
ク
ス
コ
東
日

本
で
進
め
ら
れ
、
完
成
予

定
の
来
年
に
は
交
通
の

流
れ
が
三
郷
流
山
橋
有

料
道
路
と
連
携
す
る
。
交

通
の
利
便
性
、
地
域
経
済

の
活
性
化
な
ど
広
範
囲

の
波
及
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
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埼玉県知事選（８月６日投開

票）で吉川市は市イメキャラな

まりんの投票済証を配布した。

提示すれば、イオンタウンで割

引も。松伏町は子どもに期日前

投票所のガチャポンで缶バッチ

キーホルダーなどをプレゼント。

新

築

工

事

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般

（（
有有
））
飯飯
島島
工工
務務
店店

代代

表表

飯飯

島島

輝輝

男男

〒
三
四
二
ー
〇
〇
一
五

埼
玉
県
吉
川
市
中
井
三
ー
二
九

Tel
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
〇
九

fax
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
二
四

（4）

高
崎
線
は
明

治
16

（
１
８
８

３
）
年
に
上
野
、

熊
谷
間
が
開
通
。

同
年
暮
れ
に
は

新
町
駅
ま
で
開

通
し
て
今
年
で
開
業
１

４
０
年
を
迎
え
た
。

関
東
平
野
の
ど
真
ん

中
を
電
車
は
ほ
ぼ
直
線

的
に
ひ
た
す
ら
走
る
。

車
窓
に
流
れ
る
景
色
は

住
宅
、
雑
木
林
、
畑
等

で
、
首
都
近
郊
ら
し
い

風
景
が
延
々
と
続
く
。

学
生
時
代
、
県
北
の

自
宅
か
ら
都
内
の
大
学

ま
で
の
往
復
に
お
世
話

に
な
っ
た
。
当
時
は
乗

客
２
人
ず
つ
が
向
き
合

う
ボ
ッ
ク
ス
席
。
上
越

線
や
信
越
線
も
兼
ね
る

た
め
、
旅
行
気
分
の
乗

客
も
少
な
く
な
い
。

「
学
生
さ
ん
、
飲
ま

な
い
か
」
。
向
か
い
の

男
性
が
突
然
、
ウ
イ
ス

キ
ー
を
勧
め
る
。
出
張

帰
り
と
い
う
男
性
は
機

嫌
が
良
く
、
暫
く
世
間

話
を
…
。
と
き
に
は
年

配
の
女
性
と
法
学
部
、

工
学
部
を
勘
違
い
し
た

珍
問
答
も
。
長
時
間
通

学
も
悪
く
な
い
。

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき

三
郷
市
、
千
葉
県
流
山
市
間
の
江
戸
川
に
架
か
る
三
郷
流
山
橋
有
料
道
路
が
今

秋
の
完
成
を
控
え
、
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
。
２
㌔
南
に
あ
る
流
山
橋
の
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
の
解
消
と
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
の
開
発
に
伴
う
交
通
量

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
埼
玉
、
千
葉
両
県
が
２
０
１
９
年
３
月
か
ら
着
工
し
て

い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
資
材
不
足
等
の
あ
お
り
を
受
け
、
当
初
予
定
し
た
10
月

開
通
は
ず
れ
込
む
可
能
性
も
あ
る
。

埼玉県側を望む三郷流山橋のドローン画像＝県道路公社提供

今今

秋秋

完完

成成

三郷流山橋有料道路

埼玉県道路公社事業

渋滞解消 交通利便 地域経済活性

ウウ

メメ

ババ

チチ

ソソ

ウウ

吉川市の「投票済証」＝上

松 伏 町 の 缶 バ ッ チ
キ ー ホ ル ダ ー ＝ 左

知
事
選

投票率向上に懸命

吉川市・松伏町選管
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埼玉中部毎日会第３支部
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三郷市･草加市･八潮市

吉川市･越谷市･松伏町
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ぶ

ま
い
に
ち
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毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

８月13日(日)は新聞製作が休みのため

14日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす

ＵＵＲＲＬＬ：：ｈｈｔｔｔｔｐｐｓｓ：：／／／／ｍｍａａｉｉｎｎｉｉｃｃｈｈｉｉ．．ｊｊｐｐ／／

８月14日のテレビ・ラジオ番組欄は13日の朝刊に掲載します

次号９月は

10日(日)

発行予定

（1）

８８月月11 33 日日（（日日曜曜日日））
２２００２２３３年年((令令和和５５年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所
越谷の地 初お目見え

情熱と哀愁 アアルルゼゼンンチチンンタタンンゴゴ 無料公演

９月９日第16回協働フェスタ（中央市民会館）
10月 22日 越 谷 市 民 祭 り （ 野 外 公 演 ）

物悲しく、切ないバンドネオン

の伴奏に合わせ、カップルが情感

あふれるステップを踏む。アルゼ

ンチンタンゴ界のトップアスリー

トによるパフォーマンスに触れる

機会はなかなかないが、越谷市内

の近場でかつ無料で鑑賞できるこ

とになった。

越谷市中央市民会館１階の劇場

で９月９日（土）に開かれる第16

回協働フェスタ（越谷市・実行委

共催）。開場午後1時半、開演午

後２時だが、確実な入場には早め

の来館が望ましい。

出演ダンサーは、浅田真央、羽

生結弦両選手の演技を指導したエ

ンリケ・モラレスさん（ブエノス

アイレス出身）とアジアチャンピ

オン（２０１３年）のマナさん

（日本人女性）。

当日、舞台に上がっての観客を

対象としたレッスンも予定。

10月22日午後1時半、越谷駅東

口などでの第48回越谷市民祭りで

もアルゼンチンタンゴ公演が。

コーディネートした元利香さん

は「今後、健康に役立つタンゴを

越谷に広く普及させたい」と意気

込む。ＢＥＣサークル：080-9572

-2966

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
公
演
に
出
演
予
定
の
エ
ン
リ
ケ
・
モ
ラ
レ
ス
さ
ん
（
右
）

と
マ
ナ
さ
ん
。
エ
ン
リ
ケ
さ
ん
は
タ
ン
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
に
も
詳
し
い
＝
写
真
・
Ｂ
Ｅ
Ｃ
提
供


